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■■  巻巻  頭頭  言言  

  

 
「学び手と教え手が出会うとき」  

放送大学の面接授業を担当させていただいていた頃，学生の皆さんの活気と意欲，学びに向

かう姿勢に心が洗われるような気持ちになったことを今でもよく覚えています。質問や意見，

感想などに情熱のようなものが感じられ，どんな言葉でどんな風に応えてゆくのがよいのか，

私自身，試行錯誤しつつ，また，あれこれと文献を読み直しながら，回答していたように思い

ます。つまり，学び手である皆さんによって，自然と，教え手である私自身が，いろいろなこ

とを学ぶ機会をいただいていたと感じます。一方，普段，私は別の大学で授業をしており，意

欲的に学ぶ学生もいますが，卒業に必要な単位だからという理由で，必要に迫られて受講する

学生もいます。そんなときは，この授業の中で学生が少しでもハッとさせられ，考えてみたい

と思える内容・形式にしようと，まずは学生が何に興味を持ち，普段どのようなことを考えて

いるのかを聴き，そこに合わせようと創意工夫しています。 

“ Teaching is mostly listening, Learning is mostly telling.(教えることは聴くことであ

り，学ぶことは話すことである) ”とは，著名なアメリカの学校改革者のお一人，デボラ・マイヤ

ー氏によるものと記憶しています。最近つくづく，私なりにこの言葉の意味が腑に落ちるよう

になってきました。マイヤー氏の意図とは合致していない部分もあるかもしれませんが，確か

に，放送大学でもわたしが普段教えている大学でも，学生の皆さんが多くを話し（質問したり，

ディスカッションしたり，感想を述べたり，発表をしたりし），わたしがそれを聴きながら，それにそっ

て授業を構成するとき，学生の皆さんの学びが深まってゆくのを感じます。同時に，教え手で

ある私も，そのような授業をコーディネートするために何を準備するとよいのか，どのような

応答をするとよいのか，どのような資料を提示すると良いのかを真剣に考え，私自身の学びも

深まっていきます。つまり，学び手と教え手がしっかりと接点を持つことができたとき，双方

の学びが深まる場が実現することを実感しています。繰り返しになりますが，このような場を

実現するには，学び手の主体性（意欲・関心・情熱・好奇心などに基づいた発話や対話）と教え手の主

体的受容性（学び手の意欲や関心，情熱，好奇心などを積極的に聴きとろうとする姿勢）が必要不可欠で

す。学生の皆さんの学びが，これからも確かに深まってゆくことを心より応援しています。 

 
 

 廣澤 愛子 

福井学習センター客員教員 

福井大学 教育・人文社会系部門 教授 
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■■  巻巻  頭頭  言言  

  

 
「学び手と教え手が出会うとき」  

放送大学の面接授業を担当させていただいていた頃，学生の皆さんの活気と意欲，学びに向

かう姿勢に心が洗われるような気持ちになったことを今でもよく覚えています。質問や意見，

感想などに情熱のようなものが感じられ，どんな言葉でどんな風に応えてゆくのがよいのか，

私自身，試行錯誤しつつ，また，あれこれと文献を読み直しながら，回答していたように思い

ます。つまり，学び手である皆さんによって，自然と，教え手である私自身が，いろいろなこ

とを学ぶ機会をいただいていたと感じます。一方，普段，私は別の大学で授業をしており，意

欲的に学ぶ学生もいますが，卒業に必要な単位だからという理由で，必要に迫られて受講する

学生もいます。そんなときは，この授業の中で学生が少しでもハッとさせられ，考えてみたい

と思える内容・形式にしようと，まずは学生が何に興味を持ち，普段どのようなことを考えて

いるのかを聴き，そこに合わせようと創意工夫しています。 

“ Teaching is mostly listening, Learning is mostly telling.(教えることは聴くことであ

り，学ぶことは話すことである) ”とは，著名なアメリカの学校改革者のお一人，デボラ・マイヤ

ー氏によるものと記憶しています。最近つくづく，私なりにこの言葉の意味が腑に落ちるよう

になってきました。マイヤー氏の意図とは合致していない部分もあるかもしれませんが，確か

に，放送大学でもわたしが普段教えている大学でも，学生の皆さんが多くを話し（質問したり，

ディスカッションしたり，感想を述べたり，発表をしたりし），わたしがそれを聴きながら，それにそっ

て授業を構成するとき，学生の皆さんの学びが深まってゆくのを感じます。同時に，教え手で

ある私も，そのような授業をコーディネートするために何を準備するとよいのか，どのような

応答をするとよいのか，どのような資料を提示すると良いのかを真剣に考え，私自身の学びも

深まっていきます。つまり，学び手と教え手がしっかりと接点を持つことができたとき，双方

の学びが深まる場が実現することを実感しています。繰り返しになりますが，このような場を

実現するには，学び手の主体性（意欲・関心・情熱・好奇心などに基づいた発話や対話）と教え手の主

体的受容性（学び手の意欲や関心，情熱，好奇心などを積極的に聴きとろうとする姿勢）が必要不可欠で

す。学生の皆さんの学びが，これからも確かに深まってゆくことを心より応援しています。 

 
 

 廣澤 愛子 

福井学習センター客員教員 

福井大学 教育・人文社会系部門 教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

卒業生 
からの 

メッセージ 

ごご卒卒業業おおめめででととううごござざいいまますす。。  
編集サークルから卒業生の皆様全員に“卒業にあたっての一言”

をお願いしました。その内容について、“喜喜びび・・抱抱負負等等”に加えて、

在学生に向けてのお言葉として“おお勧勧めめのの科科目目名名ととそそのの理理由由”及び

“勉勉強強すするる上上ででのの工工夫夫”についても併せてお願いしました。今回お

寄せいただいた全ての方のメッセージを掲載しました。大変参考と

なるメッセージをいただきましたことにお礼申し上げます。ありが

とうございました。なお、一部のメッセージに追加・補正させてい

ただきましたことにご了承をお願いします。   （掲載 順不同） 

市橋 恵美 さん 

  自自分分のの興興味味ががああっったた、、「「心心理理とと教教

育育」」ののココーーススにに編編入入学学をを決決めめたたののがが

４４年年前前でですす。。  

草草むむししりりををししななががらら、、イイヤヤフフォォンン

でで勉勉強強しし、、そそししててままたた、、仕仕事事をを調調整整しし

ななががらら時時間間をを作作りり出出すすここととのの大大切切ささ

をを学学びびままししたた。。  

  次次のの興興味味ははパパソソココンンでですすがが、、機機会会

ががああれればば「「情情報報」」ののココーーススでで学学びびたたいい

とと思思っってていいまますす。。  

  卒卒業業ででききたたこことと、、大大変変嬉嬉ししくく思思っっ

てていいまますす。。  

出倉 義昭 さん 

「「学学生生番番号号  006611--11・・・・」」  

  私私はは現現在在 6622 歳歳でで学学生生番番号号はは、、006611 かか

らら始始ままりりまますす。。四四十十路路をを過過ぎぎたた 22000066 年年

44 月月よよりり放放送送大大学学にに入入学学ししてて、、学学んんででききまま

ししたた。。熱熱意意ああるる先先生生方方のの放放送送授授業業とと面面接接

授授業業、、そそししてて背背中中をを押押しし続続けけてていいたただだいい

たた福福井井学学習習セセンンタターーのの所所長長ささんんやや職職員員のの

皆皆様様にに恵恵ままれれ、、多多くくのの糧糧をを得得るるここととががでで

ききままししたた。。  

  今今後後もも「「継継続続はは力力ななりり」」のの言言葉葉をを胸胸にに秘秘

めめ、、一一度度のの人人生生、、日日々々楽楽ししみみななががらら学学びび、、

そそのの中中でで喜喜びびをを味味わわいい（（「「楽楽学学喜喜」」））ななががらら

過過ごごすすここととがが目目標標でですす。。  

1 編集サークル作成 

2023 年度 2 学期 ごご卒卒業業おおめめででととううごござざいいまますす  

（敬称略・専攻，コース別五十音順） 

福井学習センターから 17 名の方が卒業されました。心からお喜び申し上げます。 

  教教養養学学部部  卒卒業業生生    

生生活活とと福福祉祉ココーースス  

橋向 亮介 

松本 志恵 

森下 三代 

（他 2 名） 

心心理理とと教教育育ココーースス  

市橋 恵美 

多田 敏郎 

布川 友美 

半田 実紀 

山﨑ふみ子 

社社会会とと産産業業ココーースス  

谷口 真理 

福嶋 一美 

人人間間とと文文化化ココーースス  

    清水 建男 

  出倉 義昭 

（他 1 名） 

  

自自然然とと環環境境ココーースス  

   多田 和博 

  八尾 英樹 

    

【福井学習センター学生表彰対象者】に選考さ

れた方（匿名 1 名含む）には、所長から表彰状と記

念品が贈呈されました。おめでとうございます！ 

教養学部全コースを卒業された方には「名誉学生」の称号が授与されます。 

今回、福井学習センターでは、2 名の方に授与されました。心よりお祝い申し上げます。 

※ご本人の同意をいただいた方について、氏名を記載させていただいております。 

放放送送大大学学  名名誉誉学学生生  

・ 出倉 義昭 （2024 年度 第 2 学期 認定） 

・ 他 1 名 （2024 年度 第 2 学期 認定） 
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編集サークル作成 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

卒卒業業すするるののにに６６年年をを要要ししままししたた。。  

ややははりり、、面面接接授授業業がが最最後後にに残残りりままししたたのの

でで、、最最後後はは近近県県（（石石川川、、滋滋賀賀、、京京都都、、岐岐

阜阜、、愛愛知知））のの学学習習セセンンタターーへへもも行行きき受受講講

ししままししたた。。  

面面接接授授業業でで直直（（生生））でで聞聞くく（（受受講講すするる））

ここととはは、、良良いい経経験験ででししたた。。  

山﨑 ふみ子 さん 

森下 三代 さん 

  今今回回でで２２回回目目のの卒卒業業ととななりりままししたたがが、、早早すすぎぎてて正正直直何何もも学学べべててなないい気気ががししてていいまますす。。何何

故故なならら単単位位数数がが少少ななくくてて卒卒業業ににななるるののでで、、ででききるるだだけけ同同ココーーススのの科科目目をを選選択択ししなないいよよううにに

ししてていいたたけけれれどど、、受受講講ししたたいい科科目目にによよりり卒卒業業ととななっっててししままいいままししたた。。  

  高高齢齢化化ででああるるけけれれどど元元気気なな人人がが多多いい現現代代ににおおいいてて、、ももうう少少ししののんんびびりりペペーーススでで学学習習でできき

るる体体系系ががででききるるここととをを期期待待すするるとと共共にに、、目目標標ととななるるエエキキススパパーートトのの種種類類をを増増ややししてて頂頂けけるる

とと嬉嬉ししいいでですすねね。。  

  ままたた、、今今回回卒卒業業ととななりりままししたた「「生生活活とと福福祉祉」」ののココーーススはは、、日日々々のの生生活活にに密密着着ししたた科科目目がが

多多いいののでで、、ででききれればばここのの後後もも少少しし覗覗いいててみみたたいいとと思思っってていいまますす。。  

  いいつつもも色色々々ととカカウウンンタターーににてて、、職職員員のの皆皆様様にに助助けけてて頂頂いいてていいたたここととにに感感謝謝すするるとと共共にに、、

今今後後ととももよよろろししくくおお願願いいいいたたししまますす。。  

気気象象やや地地球球、、宇宇宙宙ののここととをを学学びびたたくくてて  

入入学学ししままししたたがが、、高高校校でではは「「生生物物」」をを専専攻攻

ししてていいななかかっったたたためめかか、、「「生生物物環環境境のの科科

学学」」、、「「生生命命分分子子とと細細胞胞のの科科学学」」等等がが楽楽ししかか

っったたでですす。。  

  知知ららなないいここととばばかかりりでで、、毎毎日日がが新新ししいい発発

見見のの連連続続ででししたた。。  

福嶋 一美 さん 多田 和博 さん 

松本 志恵 さん 

2 

  ここのの度度はは、、無無事事卒卒業業ででききたたここととをを大大

変変嬉嬉ししくく思思いいまますす。。  

  私私はは就就職職かからら２２８８年年経経ちち、、学学ぶぶ機機会会

にに恵恵ままれれ、、休休みみのの日日にに集集中中ししてて学学習習しし

ままししたた。。「「持持続続可可能能なな社社会会とと生生活活」」やや

「「リリススククココミミュュニニケケーーシショョンン」」ななどどはは

特特にに興興味味深深くく学学ぶぶここととががででききままししたた。。  

  ここれれかかららもも探探求求心心をを忘忘れれずず、、日日々々をを

過過ごごししてて行行ききたたいいとと思思いいまますす。。関関係係者者

のの皆皆様様にに感感謝謝いいたたししまますす。。あありりががととうう

ごござざいいままししたた。。  

  長長年年、、福福祉祉職職にに携携わわりり定定年年をを機機にに、、自自

分分ののししててききたたここととをを振振りり返返りりたたいいとと思思

いい、、放放送送大大学学でで学学びび始始めめままししたた。。  

  振振りり返返るるとと、、無無事事にに卒卒業業ででききるるこことと

にに喜喜びびをを感感じじてていいまますす。。ああれれははここうういい

ううここととだだっったたののかかとと納納得得ししたたりりのの日日々々

ででししたた。。ままだだ学学びびのの途途中中とと感感じじてていいるる

ととこころろでですす。。  

－3－



編集サークル作成 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

卒卒業業すするるののにに６６年年をを要要ししままししたた。。  

ややははりり、、面面接接授授業業がが最最後後にに残残りりままししたたのの

でで、、最最後後はは近近県県（（石石川川、、滋滋賀賀、、京京都都、、岐岐

阜阜、、愛愛知知））のの学学習習セセンンタターーへへもも行行きき受受講講

ししままししたた。。  

面面接接授授業業でで直直（（生生））でで聞聞くく（（受受講講すするる））

ここととはは、、良良いい経経験験ででししたた。。  

山﨑 ふみ子 さん 

森下 三代 さん 

  今今回回でで２２回回目目のの卒卒業業ととななりりままししたたがが、、早早すすぎぎてて正正直直何何もも学学べべててなないい気気ががししてていいまますす。。何何

故故なならら単単位位数数がが少少ななくくてて卒卒業業ににななるるののでで、、ででききるるだだけけ同同ココーーススのの科科目目をを選選択択ししなないいよよううにに

ししてていいたたけけれれどど、、受受講講ししたたいい科科目目にによよりり卒卒業業ととななっっててししままいいままししたた。。  

  高高齢齢化化ででああるるけけれれどど元元気気なな人人がが多多いい現現代代ににおおいいてて、、ももうう少少ししののんんびびりりペペーーススでで学学習習でできき

るる体体系系ががででききるるここととをを期期待待すするるとと共共にに、、目目標標ととななるるエエキキススパパーートトのの種種類類をを増増ややししてて頂頂けけるる

とと嬉嬉ししいいでですすねね。。  

  ままたた、、今今回回卒卒業業ととななりりままししたた「「生生活活とと福福祉祉」」ののココーーススはは、、日日々々のの生生活活にに密密着着ししたた科科目目がが

多多いいののでで、、ででききれればばここのの後後もも少少しし覗覗いいててみみたたいいとと思思っってていいまますす。。  

  いいつつもも色色々々ととカカウウンンタターーににてて、、職職員員のの皆皆様様にに助助けけてて頂頂いいてていいたたここととにに感感謝謝すするるとと共共にに、、

今今後後ととももよよろろししくくおお願願いいいいたたししまますす。。  

気気象象やや地地球球、、宇宇宙宙ののここととをを学学びびたたくくてて  

入入学学ししままししたたがが、、高高校校でではは「「生生物物」」をを専専攻攻

ししてていいななかかっったたたためめかか、、「「生生物物環環境境のの科科

学学」」、、「「生生命命分分子子とと細細胞胞のの科科学学」」等等がが楽楽ししかか

っったたでですす。。  

  知知ららなないいここととばばかかりりでで、、毎毎日日がが新新ししいい発発

見見のの連連続続ででししたた。。  

福嶋 一美 さん 多田 和博 さん 

松本 志恵 さん 
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  ここのの度度はは、、無無事事卒卒業業ででききたたここととをを大大
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ででししたた。。ままだだ学学びびのの途途中中とと感感じじてていいるる

ととこころろでですす。。  

                                              編集サークル作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

  子子育育ててのの中中ででのの悩悩みみががききっっかかけけでで入入学学
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清水 建男 さん 

  教教職職員員のの皆皆様様、、あありりががととううごござざいいまますす。。  
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博博物物館館実実習習科科目目をを受受講講すするる予予定定でですす。。  

Ｍ・Ｍ さん 

布川 友美 さん 

橋向 亮介 さん 

  会会社社でで EEAAPP（（従従業業員員支支援援ププロロググララムム））にに携携わわっってていいまますす。。今今回回卒卒業業すするる「「生生活活とと福福祉祉」」はは、、

「「心心理理とと教教育育」」、、「「社社会会とと産産業業」」にに続続きき 33 つつ目目ののココーーススににななりりまますすがが、、仕仕事事上上必必要要なな最最新新のの知知

見見にに触触れれるる機機会会ををいいたただだききままししたた。。  

  ここのの 44 月月かかららはは、、福福井井県県立立大大学学大大学学院院経経営営学学専専攻攻にに入入学学しし、、人人的的資資源源管管理理のの原原理理のの観観点点かか

ららああるるテテーーママににつついいてて研研究究すするる予予定定でですす。。  

谷口 真理 さん 

  編編入入学学ししたた「「社社会会とと産産業業」」ののココーーススでで、、

主主にに地地域域づづくくりり・・地地域域経経営営とと現現在在のの状状況況をを

じじっっくくりりとと学学びびままししたた。。  

  そそのの軸軸ととししてて「「技技術術者者倫倫理理」」をを選選択択。。  

  めめままぐぐるるししくく変変化化すするる社社会会だだかかららここそそ、、

真真ににああるるべべききももののをを深深くく共共感感。。おお勧勧めめのの科科

目目のの一一つつでですす。。  

八尾 英樹 さん 

  ２２００１１６６年年退退職職をを機機にに、、放放送送大大学学にに入入学学

しし、、「「心心理理とと教教育育」」ココーースス、、「「情情報報」」ココーースス、、

今今回回はは「「自自然然とと環環境境」」ココーーススをを卒卒業業ででききまま

ししたた。。  

  今今年年度度もも継継続続入入学学ししまますすののでで、、福福井井学学習習

セセンンタターーのの皆皆様様ににはは大大変変おお世世話話ににななりりまま

すすがが、、よよろろししくくおお願願いいいいたたししまますす。。  
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西山のレッサーパンダ さん 

  私私はは放放送送大大学学にに２２００年年近近くく在在籍籍ささせせてていいたただだききままししたた。。多多くくのの先先生生方方やや事事務務局局のの方方々々、、

共共にに学学ぶぶ仲仲間間にに支支ええてていいたただだきき、、全全ててののココーーススをを卒卒業業ででききままししたた。。今今後後ももここれれがが新新ししいい出出

発発だだとと思思っってて、、引引きき続続きき学学んんででいいききたたいいとと思思いいまますす。。  

  おお勧勧めめのの科科目目ととそそのの理理由由  親親のの介介護護やや自自分分自自身身のの老老後後をを考考ええるるとと、、「「地地域域包包括括ケケアアシシスステテ

ムム」」、、「「ががんんをを知知るる」」、、「「感感染染症症をを知知るる」」ををおお勧勧めめししまますす。。一一見見、、暗暗いいテテーーママにに感感じじらられれまますす

がが、、受受講講すすれればば力力がが湧湧いいててききまますす。。５５００代代以以上上のの放放送送大大学学学学生生ににはは参参考考ににななるるとと思思いいまますす。。

上上手手にに老老いいたたいいももののでですす。。  

  次次にに、、勉勉強強ををすするる上上ででのの工工夫夫でですすがが、、社社会会人人学学生生ににととっってて限限らられれたた隙隙間間時時間間をを利利用用ししてて

学学習習時時間間ををつつくくるるここととにに尽尽ききるるとと思思いいまますす。。放放送送授授業業、、オオンンラライインン授授業業、、面面接接授授業業のの３３つつ

ののタタイイププををそそれれぞぞれれのの特特徴徴をを生生かかしし、、ババラランンスス良良くく配配分分ししてて受受講講さされれるるここととををおお勧勧めめししまま

すす。。  

 

入学生からの 

メッセージ 

放放送送大大学学ごご入入学学おおめめででととううごござざいいまますす。。  
編集サークルでは３月３１日に開催された、「入学者の集い」に出席

された皆さんへ“入学にあたっての一言”をお願いしました。その内容

について、“入入学学へへののききっっかかけけ”や“何何をを学学びびたたいいかか”等についても併せ

てお願いしました。今回お寄せいただいた宮元様、お忙しい中有難うご

ざいました。 

宮元 憲子 さん   労労働働力力のの不不足足がが問問題題ととななっってていいるる今今日日、、働働けけるる世世代代がが、、特特殊殊詐詐

欺欺にに手手をを染染めめたたりり、、SSNNSS でで他他人人のの誹誹謗謗中中傷傷ををししたたりり、、引引ききここもも

っってていいるる若若者者ががいいるる現現状状をを知知っったた時時、、何何がが原原因因ででそそののよよううににななるる

ののかか、、勉勉強強ししたたいいとと思思っってていいまますす。。  

  そそししてて一一人人ででもも多多くくのの人人がが、、心心豊豊かかなな人人生生をを送送れれるるよよううににななるる

とと素素晴晴ららししいいとと思思っってていいまますす。。  
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福福井井学学習習セセンンタターーでではは 44 月月かからら  客客員員教教員員 33 名名  とと  事事務務長長  がが着着任任いいたたししままししたた。。  

自自己己紹紹介介ででいいたただだいいたたメメッッセセーージジをを掲掲載載ししまますす。。  

  

 
 
 
 
 
 
 

  

  

  

  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

事務長 渡邉 裕子 

はじめまして。３月に福井大学医学部を定年退職し、現在は同じ福井大学の高等教育

推進センターで特命教員を務めております。専門は行動科学・時間生物学ですが、福井

大学ではもっぱら医学教育のマネジメントに取り組んでいました。研究面での原点は心

理学でしたが、生体リズムに興味をもち、体内時計のメカニズムを知るために生理学など

へと分野を広げていきました。出身は大阪で、広島、名古屋、カナダ、札幌と渡り歩き、福

井に来て 18 年になります。放送大学では、生体リズム、体内時計や睡眠をはじめとして、

人の行動や心の働きについて広く皆さんと議論することで理解を深め、健康について考

えていきたいと思っています。よろしくお願いいたします。 

【専門分野】 北米研究、英語教育 
【所属職名】 福井医療大学 保健医療学部 講師 

【専門分野】 行動科学（心理学）、時間生物学、医学教育学 
【所属職名】 福井大学 高等教育推進センター 特命教授 

【専門分野】 哲学、倫理学 
【所属職名】 福井大学学術研究院教育・人文社会系部門 講師 

浅井 純子 先生

 

安倍 博 先生 

白川 晋太郎 先生 

（五十音順に記載） 

こんにちは！英語担当の浅井です。専門は北米研究ですが、現在福井医療大学で看護

師、養護教諭、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士の卵たちに医療英語を教えていま

す。医療英語といっても難しいことはなく、身体の部分から始まって、病院内の診療科、い

ろいろな症状の英語表現、検査・治療・手術の説明、入退院の手続きなど、臨床現場で

出会う外国人の患者さんと円滑に意思疎通ができるようになることを目指しています。放

送大学では英語教育全般を担当しますので、英語学習について気軽にご相談ください。

英検や TOEIC 受験についての相談にも応じます。学習会・面接授業でみなさまにお会

いできるのを楽しみにしています。どうぞよろしくお願いします。 
 

専門は哲学です。「哲学の先生というと白髪の年配の人をイメージしていたんですが」

「哲学研究者らしくないですね」などと反応に困ることを言われることが多いのですが、たし

かに比較的若い方で（前も学生に間違えられた）、ざっくばらんに学術的な話をするのが好

きです。 

哲学の魅力は、みずからの内に湧き上がる切実な問いに真正面から取り組み、心から満

足できる答えを追い求めることができる点にあると思っています。個人的な営みでありなが

ら、優れた哲学体系を構築するには他者との対話が欠かせないという複雑さもあります。 

こうした哲学の魅力を少しでも体感してもらいたいですし、皆さんとの対話から様々なも

のを学びたいと思っています。 

4 月から事務長を拝命しました渡邉です。前所属の福井大学では、地域企業の社員のリスキリングや、

大学の授業を一般開放するリカレント教育などの業務に携わることもあり、私自身も業務に関連する放送

大学の科目を受講してスキルアップに活用したこともありましたので、経験を活かしながら放送大学の学

生の皆様へのお手伝いができるよう精一杯努めて参ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

休日は、ミュージカルや美術（西洋画、焼き物、建築物など）鑑賞が好きで、美味しいものとセットで調べ

てはあちこち弾丸で出かけているので、今年は、文化芸術に関する科目を受けたいとワクワクしています！ 

 

姉と訪れたモネ展 

（2024 年 1 月 

上野の森美術館） 

本人左 

■■  新新任任客客員員教教員員・・事事務務職職員員ののごご紹紹介介  
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安倍 博 先生 
 

【生体リズムと健康を考える（2）】 
 

 
7/11(木)、7/25(木)、8/8(木)、8/29(木) 【15：00～17：00】 

私たちの身体機能は、一定の時間間隔で繰り返す生体リズムによって時間的に調節されていま
す。その中でも睡眠や体温など、約 1 日を周期とする概日リズム（サーカディアンリズム）は日々の
健康にとってとても重要です。この学習会では、概日リズムとは何か、それを動かす体内時計はどのよ
うなメカニズムか、そして、概日リズムが私たちの健康にどのように関わるのか、など生体リズムの基本
的知識から、参加者の皆さん自身が「なぜ」と思うことを取り上げて、それを自身で調べてプレゼン
し、皆さんとディスカッションしたいと思います。  

申込締切日 7/7(日) 

専門：行動科学・時間生物学 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  ■■  22002244 年年度度第第 11 学学期期第第２２期期  学学習習会会・・ゼゼミミナナーールルののおお知知ららせせ  
 

申込方法 

申込期間 

 定 員 

卒業研究及び大学院進学を考えている学生を対象に、先生方の専門分野の論文等を読み・解説し、更に事例検
討会・実技等を通して各自の目的に繋がる『ゼミナール』を行います。1 テーマ全回出席できる方。『ゼミナール』は原
則として 15回（1年）で構成されています。15回全て出席できる方が望ましいですが、半年または３カ月のみの
希望者も受け付けています。 

1 テーマ全回出席できる方。『学習会』は第１学期の第 1期 4回、第 2期４回の計８回で構成されており（一
部例外あり）、内容が連続するため、全て出席できる方が望ましいですが、単発での希望者も受け付けています。 

電話（0776-22-6361）または当センター事務室で直接お申込みください。事前に申し込みをされていない方、ま
たは受講者多数の場合は、受講をお断りすることがありますのでお早めにお申し込みください。 

学習会  ➡ 各講座 10名程度   ゼミナール  ➡ 各講座 7名程度 

第 2期（7月～9月）の申込期間となります。各講座記載の申込締切日までに申込ください。 

ゼミナール 

学習会 

【大学生の基礎英語】 
8/31(土)、9/7(土)、9/14(土)、9/21(土)  【10：00～12：00】 

申込締切日 8/28(水) 

第１期に引き続き、英語の「基礎の基礎」を復習します。 
第２期では、一般動詞（過去形不規則変化動詞）、There is (are). . ., 命令文、it の
用法を学習する予定です。 
 

【準備物】 もしお手元にあれば英和・和英辞典（電子辞書可）をお持ちください  
          
      
          
        
          
        
          
        
          
        
          
        
          
        
          
       

 

専門：北米研究・英語教育 

学習会テーマ 

浅井 純子 先生 
 

福井学習センターの所長及び客員教員の先生方の専門分野についてテーマを設け、『学習会』『ゼミナール』を開講しています。 
【第１学期 第 1期（４月～６月）に 4回】 
【第１学期 第 2期（７月～９月）に 4回】   

 ※（実施回数等は都合により変更になることがあります。） 
福井学習センターの学生を基本的に対象としますが、他の学習センター学生も可とします。 
受講料は無料で、単位は修得できません。皆様のご参加をお待ちしています。 

※福井学習センター Webページからも閲覧いただけます。 
 
 
  

学習会テーマ 
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令和６年５月１日現在  

■学生種別人数                ■学部・大学院（全科履修生）所属別人数       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■年齢別・男女別人数          ■職業別人数 

  
■■  220022４４年年度度第第１１学学期期  福福井井学学習習セセンンタターー在在学学者者状状況況  

教教養養学学部部  合合計計 338899 人人  

大大学学院院      合合計計  1177 人人  

 

10代 20代 30代 40代 50代 60代
70代
以上

　　男 3 30 24 26 23 36 46
　　女 3 31 22 45 52 47 18
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◆システム WAKABA にログインがまだの方は、早めにログインをしてみましょう！ 

◆しばらくログインされていない方は、ID およびパスワードの再確認をしましょう！ 

◆Web 単位認定試験システムの体験版の操作をしてみましょう！ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22002244 年年度度第第 11 学学期期単単位位認認定定試試験験  

WWeebb 試試験験（（試試験験日日程程））  

【【記記述述・・併併用用】】22002244 年年 77 月月 1144 日日（（日日））99：：0000  ～～  77 月月 1188 日日（（木木））2244：：0000  

【【    択択一一式式    】】22002244 年年 77 月月 1144 日日（（日日））99：：0000  ～～  77 月月 2222 日日（（月月））1177：：0000  

郵郵送送試試験験（（試試験験日日程程））  （（※※郵郵送送科科目目ははごご確確認認ををおお願願いいししまますす））  

22002244 年年 77 月月 1144 日日（（日日））～～77 月月 1188 日日（（木木））必必着着  

 

  

  

ご自宅等で受験をする場合は、試験期間中であれば都合の良い時間を選んで試験を受けることができます。

ご自宅等での受験が難しい場合は、学習センターにて学習センターのパソコンを使用して試験を受けること

ができます。その場合は原則、『授業科目案内』に記載の試験日・時限での受験となります。 

◆解答を開始すると、50 分のカウントダウンが進み始めます。受験は 1 回のみ、カウントダウンを止めるこ

とはできません。集中できる環境を整えてから受験しましょう。 

◆解答の途中で 50 分経過した場合、その途中までの解答が自動的に提出されます。 

◆なお、個人の操作ミスや機器トラブル・通信環境の不備により受験に支障が生じた場合について、救済措置

はいたしかねますので、操作確認・動作確認をした上で操作や受験環境に不安がある場合は、学習センター

で受験することをおすすめいたします。 

★学習センターでの受験には申請が必要です！学習センターでの受験を希望される方で申請がまだの方は、

早急に福井学習センターへご相談ください。 

 

  
■■  単単位位認認定定試試験験ににつついいてて  

 

新新入入生生のの方方おおよよびび初初めめてて WWeebb 受受験験ををさされれるる方方へへ    

◆1 科目 50 分の制限時間があります。（試験期間中いつでも受験可） 
◆試験はシステム WAKABA へログインして受験します。 

単位認定試験期間は出題形式
により締切日時が異なります。 
ご注意ください。 

単位認定試験期間前までに、必ず

体験版を操作しておいてください。

操作する際、試験当日に使用する

予定の端末を使いましょう。 

体験版は、システム WAKABA の学

内リンクより 

『Web 単位認定試験』をクリック→

科目一覧の『Web 単位認定試験

体験版』をクリックして開始します。 

WWeebb 試試験験ににつついいてて  
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「科目登録申請票」を郵送 

88 月月 1155 日日((木木))  ～～  ８８月月 3300 日日((金金))【【本本部部必必着着】】  

       

「教務情報」の「継続入学申請」から手続き  

66 月月 1100 日日((月月))99 時時  ～～  99 月月 1100 日日((火火))1177 時時  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●次学期に再試験のみ希望される場合も、継続

入学の手続きが必要です。 

●面接授業の登録申請を希望する方 

科目登録期間中（8/15～8/31）に募集要項

6～7 頁参照の上、システム WAKABA にて

登録を行ってください。 

●選考結果通知と払込取扱票が 2 週間程度で

届きます。 

「教務情報」の「科目登録申請」から手続き  

８８月月 1155 日日((木木))99 時時  ～～  ８８月月３３11 日日((土土))2244 時時  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●面接授業の科目登録も併せて行ってください。 

  優先順位を決めて登録してください。定員を上

回る申請があった場合は抽選となります。 

●今学期 初めて登録した科目で、通信指導未提

出・不合格の方、または単位認定試験が不合格

の方は科目登録を行わなくても再試験を受験

できます。 

●登録申請後、科目登録決定通知と払込取扱票が

約 2 週間～1 か月で届きます。 

「出願票」を郵送 

99 月月 1100 日日((火火))【【本本部部必必着着】】  

       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７月中旬に放送大学本部より科目登録申請要項や継続入学関連書類等、次学期に向けての重要な書類が送付

されますので、内容をご確認のうえ、忘れずに手続きを行ってください。 

 ※集団入学又は共済組合を利用して入学された方には継続入学関連書類は送付されません。大学本部又は

福井学習センターまでお問い合わせください。） 

※出願・手続きの際は、『学生生活の栞』を参考にしてください。 

  
■■  次次学学期期のの出出願願、、科科目目登登録録手手続続ききににつついいてて  

 

２２００２２４４年年１１００月月以以降降もも学学籍籍がが続続くく学学生生  

●全科履修生 

（卒業見込みの方、在学期間満了となる方を除く） 

●修士全科生 

●２０２４年４月入学の選科履修生・修士選科生 

２２００２２４４年年９９月月でで学学籍籍がが切切れれるる学学生生  

●２０２４年９月で卒業見込みまたは在学期間満了

となる全科履修生 

●２０２３年１０月入学の選科履修生・修士選科生 

●科目履修生・修士科目生 

◆科目登録申請◆ 

 郵 送

 システムＷＡＫＡＢＡ 

◆継続入学の出願◆ 

 郵 送

 システムＷＡＫＡＢＡ 
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「科目登録申請票」を郵送 

88 月月 1155 日日((木木))  ～～  ８８月月 3300 日日((金金))【【本本部部必必着着】】  

       

「教務情報」の「継続入学申請」から手続き  

66 月月 1100 日日((月月))99 時時  ～～  99 月月 1100 日日((火火))1177 時時  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●次学期に再試験のみ希望される場合も、継続

入学の手続きが必要です。 

●面接授業の登録申請を希望する方 

科目登録期間中（8/15～8/31）に募集要項

6～7 頁参照の上、システム WAKABA にて

登録を行ってください。 

●選考結果通知と払込取扱票が 2 週間程度で

届きます。 

「教務情報」の「科目登録申請」から手続き  

８８月月 1155 日日((木木))99 時時  ～～  ８８月月３３11 日日((土土))2244 時時  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●面接授業の科目登録も併せて行ってください。 

  優先順位を決めて登録してください。定員を上

回る申請があった場合は抽選となります。 

●今学期 初めて登録した科目で、通信指導未提

出・不合格の方、または単位認定試験が不合格

の方は科目登録を行わなくても再試験を受験

できます。 

●登録申請後、科目登録決定通知と払込取扱票が

約 2 週間～1 か月で届きます。 

「出願票」を郵送 

99 月月 1100 日日((火火))【【本本部部必必着着】】  

       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７月中旬に放送大学本部より科目登録申請要項や継続入学関連書類等、次学期に向けての重要な書類が送付

されますので、内容をご確認のうえ、忘れずに手続きを行ってください。 

 ※集団入学又は共済組合を利用して入学された方には継続入学関連書類は送付されません。大学本部又は

福井学習センターまでお問い合わせください。） 

※出願・手続きの際は、『学生生活の栞』を参考にしてください。 

  
■■  次次学学期期のの出出願願、、科科目目登登録録手手続続ききににつついいてて  

 

２２００２２４４年年１１００月月以以降降もも学学籍籍がが続続くく学学生生  

●全科履修生 

（卒業見込みの方、在学期間満了となる方を除く） 

●修士全科生 

●２０２４年４月入学の選科履修生・修士選科生 

２２００２２４４年年９９月月でで学学籍籍がが切切れれるる学学生生  

●２０２４年９月で卒業見込みまたは在学期間満了

となる全科履修生 

●２０２３年１０月入学の選科履修生・修士選科生 

●科目履修生・修士科目生 

◆科目登録申請◆ 

 郵 送

 システムＷＡＫＡＢＡ 

◆継続入学の出願◆ 

 郵 送

 システムＷＡＫＡＢＡ 

（日程順）  
担当講師 科目名 日時 時限 定員 

梅村 憲子 

大山 宮和瑚 
歌曲の魅力を探る 10/12（土）～10/13（日） 1～4 限 10 

浅井 純子 医療・看護英語にチャレンジ 10/12（土）～10/13（日） 1～4 限 10 

春風亭 昇吉 人生が愉しくなる落語学 9 10/19（土）～10/20（日） 1～4 限 40 

柴田 麻美 心理学実験１ 10/26（土）～10/27（日） 1～4 限 20 

秋山 肇 福井の産業科学遺産に学ぶ 10/26（土）～10/27（日） 1～4 限 15 

竹本 拓治 デザイン思考で新規事業を考える 11/9（土）～11/10（日） 1～4 限 30 

ヤスミーン モスタファ 共存するための社会のあり方 11/9（土）～11/10（日） 1～4 限 16 

木村 美幸 海軍志願兵と地域社会 11/16（土）～11/17（日） 1～4 限 30 

石井バークマン 麻子 インクルーシブ教育と共生社会Ⅰ 11/16（土）～11/17（日） 1～4 限 20 

山次 俊介 健やかな長寿への知識と実践 11/30（土）～12/1（日） 1～4 限 20 

長谷川 美香 国際保健 11/30（土）～12/1（日） 1～4 限 16 

栗田 智未 心理検査法基礎実習 12/7（土）～12/8（日） 1～4 限 30 

安彦 智史 EXCEL プログラミング入門 12/14（土）～12/15（日） 1～4 限 20 

青山 義弘 ホームページ作成入門 12/21（土）～12/22（日） 1～4 限 10 

柴田 正輝・河部壮一郎 

関谷 透・服部 創紀 
恐竜生物学 1/11（土）～1/12（日） 1～4 限 30 

 
 
 
 
 

 
 

  
■■  22002244 年年度度  第第 22 学学期期  面面接接授授業業ににつついいてて  

  

 

 
◆◆ 2024 年度からの【BYOD】導入について ◆◆ 

2024 年度第１学期以降、面接授業のうち受講の際にパソコンを使用する授業に関しては、ご自身のパソコン等

を持参して受講いただく方式（BYOD：Bring Your Own Device）の面接授業を展開しています。 

上記、2024 年度第 2 学期開設科目のうち、科目名に     マークがついている３科目が対象になります。受講

をお考えの方は、詳細をシラバスにて確認の上、受講登録をしていただきますようお願いいたします。（パソコン

等のスペックなどについても授業概要に記載がありますので必ずご確認ください） 

なお、ご自身のパソコン等を持参しインターネットを使用する場合は、福井学習センター内の Wi-Fi を利用するこ

とができます。詳しくは、学生生活の栞 P112「無線 LAN（Wi-Fi）利用について」を参照の上、事前の手続きを

お願いいたします。 

パソコンを使う面接授業について重要なお知らせ 

システム WAKABA にログインし、【学内リンク】➡【放送大学自己学習サイト】➡【情報セキュリティ研修

（学生用）】を受講し、「小テスト」に合格すると発行される「修了証」を取得。 

学習センターへ「無線 LAN 利用申請書」と「修了証」を提示すると「無線 LAN 利用許可書」（認証用

ID・パスワード記載）が発行されます。 
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■■  令令和和 66 年年  77 月月～～99 月月ののススケケジジュューールル  

 
7 月 

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土 

 1 2 3 4 5 6 
7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 
21 22 23 24 25 26 27 
28 29 30 31    

 
8 月 

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土 

    1 2 3 
4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 
18 19 20 21 22 23 24 
25 26 27 28 29 30 31 

 
9 月 

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土 

1 2 3 4 5 6 7 
8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 
22 23 24 25 26 27 28 
29 30      

 

閉所日 面接授業 

6・7 日 

14 日～ 

 

面接授業「セラピストとして考えること」 

第 1 学期単位認定試験（自宅受験） 

Web 試験【記述・併用：～18 日  24 時まで】 

【択一式：～22 日  17 時まで】 

郵送試験 【～18 日  本部必着】 

 

図書・視聴学習室閉室（学習センターは開所） 

 

単位認定試験期間 

臨時閉所日【～16 日】 

 

・2025 年度大学院修士全科生・博士全科生出願 

【～26 日 消印有効】 

 

・第２学期 科目登録申請【～30 日 本部必着 

           ※Web 31 日 24 時まで】 

 

2024 年度第 2 学期 

 教養学部・大学院(修士選科生・修士科目生)第１回出願 

締切【～31 日 本部必着】 

11 日～ 

 

15 日～ 

 

 

 

～31 日 

2024 年度第 2 学期  

教養学部・大学院(修士選科生・修士科目生)第 2 回出願  

締切【～10 日 本部必着】 
 

2024 年度第 1 学期学位記授与式 

2024 年度第 2 学期入学者の集い 

1 日～ 

 

 

29 日 

◆資料請求・お問合せ先◆ 
放送大学福井学習センター 

〒910-0858 福井市手寄１丁目４－１ AOSSA7F 
TEL︓0776-22-6361 FAX︓0776-22-6431 
https://www.sc.ouj.ac.jp/center/fuku

 

 
 

2024 年 度 第 2 学 期 
入 学 生 を募 集 しています！  

 
  第１回出願期間 

2024 年 6 月 10 日（月）～ 

２０２４年8 月31日（土） 
第２回出願期間 

２０２4 年 9 月１日（日）～ 
２０２４年 9 月１0 日（火） 

★学生募集要項は、ご希望の方には郵
送もいたします。 

★個別相談も随時行っていますので、
お気軽にお電話ください。 

ご友人・お知り合いをご紹介ください！ 
福井学習センターでは、学生さんを通して、ご友人・お知り合いの方に放送大学を

知っていただき、自分なりの学びと向き合っていただきたいと願っております。ご興

味のある方がいらっしゃいましたら、ぜひともご紹介ください。 

ご紹介いただきました方が１年以内に福井学習センター所属学生として新規入学

された場合には、紹介者様（原則、福井学習センター所属学生）へ図書カード

（1,000 円分）を贈呈させていただく予定です。 

ただし、学部科目履修生、大学院修士科目生は対象外。また、過去に在籍期間が

ある方についても対象外とさせていただきます。 

詳しくは当センターまでご連絡ください。 

 

期期  間間：：77 月月 2277 日日（（土土））～～88 月月 33 日日（（土土））  

※ 7/29（月）は除く 

場場  所所：：福福井井学学習習セセンンタターー  図図書書・・視視聴聴学学習習室室内内  
無くなり次第終了とさせていただきます 

－13－


